














元気っこ/大集合
恒例の「こどもまつり」が5月5日、上回公

園一帯で聞かれました。まつりの会場には、紙

ひこうき大会(=写真右)、豚レース(=同下)、

魚つかみどり、人形劇などの催し物が28もあり、

子どもたちは大喜び。公園内は終日、歓声に包

まれました。

大きく育ってね

市が、 7年がかりで整備を進めてきた常田川

改修工事がこのほど完成。 4月22日には、これ

を記念して近くの小学生たち約70人がコイなど

約1，000匹を放流しました(=写真)。なお、常田

って魚巣ブロックがはめ込まれています。

次
の
み
な
さ
ん
か
ら
温
か
い
ご
寄

川
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

川

マ

匿

名

一

万

一
千
五
百
六
十
八

川

円

社

会
福
祉
基
金
積
立
金
と
し
て

叩
マ
小
井
戸
昭
二
様

(下
川
原
柳
町

)

川
書
籍
百
二
十
冊
北
小
学
校
へ

叫
マ
花
岡
彦
太
郎
様

(
倉
升
)
二
十
万

伽
円
報
思
寮
施
設
整
備
費
に

川
マ
上
田
城
南
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
様

川
カ
セ
ッ
ト
テ
ー
プ
三
百
五
十
本
視

川
覚
障
害
者
の
「
声
の
広
報
」
録
音
用

明
マ
綿
半
鋼
機
側
上
回
唐
様
文
具
セ

伽
ッ
ト

生

活

保

護

世

帯

の
児
童
へ

川
マ
石
井
光
一
様

(
大
手
町
)
三
十
万

伽
円
盲
導
犬
育
成
事
業
補
助
と
し
て

川

マ

匿

名

二

十

五

万

円

社

会

福

山
祉
基
金
積
立
金
と
し
て

川
マ
小
林
桂
吉
様

(
小
泉
)
車
い
す
一

叩
台
社
会
福
祉
協
議
会
で
の
貸
し
出

伸
し
用
と
し
て

川
マ
側
富
士
銀
行
長
野
支
唐
様

交
通

伽
事
故
傷
害
保
険
付
ワ
ッ
ペ
ン
千
五
百

川
枚
新
入
学
児
童
へ

叩
マ
甲
田
次
子
様
(
倉
升
)
防
災
用
非

川
常
通
報
装
置
一
式
報
思
寮
へ

川
マ
根
津
酸
素
制
機
六
十
五
万
円

伽
社
会
福
祉
基
金
積
立
金
と
し
て

川
マ
東
信
ガ
ス
側
様
二
十
万
円

仙
会
福
祉
基
金
積
立
金
と
し
て
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大正時代の

ガソリンポンプ車

4 y  

風薫る新緑の中で
大茶会が5月5日、前山寺や生島足島神

社など塩田平周辺の 6か所の寺や神社で聞

かれました。特に、中禅寺(=写真)では、

新緑が目にまぶしく映る野点とあって、参

加者の人気を呼んでいました。

自慢の自社製昂をPR
“21世紀を拓く浅間テク ノパワー"をメ

ー ンテーマに、第 7回「躍進する上田の工

業展」が、 4月22日から24日まで、上田市

民体育館で聞かれました。市内および近隣

町村の約60杜が、自慢の工業製品などを展

示。上回公園の桜も満開とあって、大勢の

市民が訪れました。

企
市
役
所
(
現
商
工
会
議
所
)
前

で
の
記
念
撮
影
。
当
時
と
し

て
は
最
新
の
ポ
ン
プ
車
。

4
『
現
在
の
消
防
自
動
車

こ
の
た
び
、
株
式
会
社
タ
ツ

ノ
取

…
締
役
社
長
龍
野
富
夫
様
か
ら
、
青
少

川
年
健
全
育
成
に
役
立
て
て
く
だ
さ
い

山
と
、
二
千
一
万
六
千
百
七
十
三
円
の

川
ご
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
厚
く

伽
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

今
後
、
ご
意
志
を
尊
重
し
た
う
え

叩
で
、
青
少
年
健
全
育
成
基
金
条
例
を

川
制
定
し
、
地
域
ぐ
る
み
の
健
全
育
成

叩
の
推
進
に
役
立
て
て
い
き
ま
す
。

龍
野
富
夫
様
か
ら

約
二
千
万
円
の
ご
寄
付

提供者

細川薫さん

(70歳・大手町)

力
強
い
助
っ
人

グ
焼
き
玉
。
ホ
ン
。
フ
車
d

大
正
時
代
、
わ
た
し
の
父
は
消
防

組
第
八
番
組
(
現
在
の
第
二
分
団
)

で
、
組
頭
代
理
を
勤
め
て
い
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
八
番
組
で
最
新
式
の
ガ
ソ

リ
ン
ポ
ン
プ
車
を
購
入
し
た
と
き
の

記
念
写
真
で
す
。
市
制
施
行
(
大
正

八
年
)
の
こ
ろ
か
、
そ
れ
以
前
だ
と

思
い
ま
す
。
場
所
は
市
役
所
前

(現

商
工
会
議
所
)。

こ
の
ポ
ン
プ
車
は
、
従
来
の
手
押

し
式
に
比
べ
、
は
る
か
に
強
力
で
、

当
時
と
し
て
は
画
期
的
だ
っ
た
よ
う

で
す
。
ポ
ン
プ
の
上
部
に
、
直
径
四

十日
ン
ほ
ど
の
し
ん
ち
ゅ
う
の
ボ

l
ル

が
あ
り
ま
す
。
こ
の
ボ

l
ル
つ
焼
き

玉
u
)

で
蒸
気
に
圧
力
を
か
け
る
方
式
o

H

焼
き
玉
ガ
ソ
リ
ン
ポ
ン
プ
車
。
と

言
っ
て
い
ま
し
た
。

当
時
は
、
何
を
す
る
に
も
火
が
生

活
の
す
べ
て
。
で
す
か
ら
、
火
を
大

切
に
し
て
い
ま
し
た
ね
。
火
事
も
そ

れ
ほ
ど
多
く
は
な
か
っ
た
と
思
い
ま

す
。
今
は
、
火
の
恐
し
さ
を
知
ら
な

い
人
が
多
い
の
で
は
:
・
。
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市
役
所
の
代
表
電
話

r(幻
)
4
1
0
0

-
父
通
災
害
共
済
に

加
入
し
ま
し
た
か

い
ま
皆
さ
ん
が
加
入
し
て
い
る
交

通
災
害
共
済
は
、
五
月
三
十
一
日
で

期
限
が
切
れ
ま
す
。
ま
だ
加
入
し
て

い
な
い
皆
さ
ん
は
、
こ
の
機
会
に
家

族
そ
ろ
っ
て
加
入
し
ま
し
ょ
う
。

五
月
中
は
、
自
治
会
、
学
校
、
保

育
園
(幼
稚
園
)
で
申
し
込
み
の
取
り

ま
と
め
を
し
て
い
ま
す
。
自
治
会
な

ど
で
申
し
込
み
を
し
な
か

っ
た
皆
さ

ん
は
、
市
民
課
へ
ど
う
ぞ
。

-
問
い
合
わ
せ
市
民
課
(
内
線

1

3
5
8
)
 

空
き
缶
の
ポ
イ
揺
て
は

や
め
よ
う
/

五
月
二
十
九
日
制
は
、
「
環
境
美
化

運
動
」
市
民
一
斉
行
動
日
で
す
。
自

治
会
ご
と
に
、
道
路
の
空
き
缶
な
ど

の
収
集
を
行
い
ま
す
。

ド
恒
例
の
行
事
で
す
が
、
こ
れ
は
散

乱
空
き
缶
が
い
っ

こ
う
に
な
く
な
ら

な
い
こ
と
の
表
れ
で
も
あ
り
ま
す
。

当
日
は
、
空
き
缶
の
収
集
を
行
う
と

と
も
に
、
こ
の
現
状
を
省
み
て
く
だ

さ
い

。
美
観
を
守
り
、
気
持
ち
よ
く
生
活

す
る
た
め
に
も
、
空
き
缶
の
ポ
イ
捨

て
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

〈
み
ん
な
の

手
す
て
る
手
よ
り
も

ひ
ろ
う
手
に
/
》

生
活
環
境
課

(内

-
問
い
合
わ
せ

線

1
3
8
7
)

盲
導
犬
をお
貸
し
し
ま
す

市
で
は
、
視
覚
障
害
者
の
生
活
圏

を
拡
大
し
、
自
立
更
生
と
社
会
復
帰

を
促
進
す
る
た
め
、
次
に
よ
り
盲
導

犬
の
貸
与
を
行
い
ま
す
。

マ

貸

与

条

件

①

視
覚
障
害
一
級

で
十
八
歳
以
上
の
在
宅
者
②
現
に
職

に
就
い
て
い
る
か
、
近
く
職
に
就
く

こ
と
が
確
定
し
て
い
る
人
で
、
盲
導

犬
を
有
効
に
利
用
で
き
る
人
③
盲
導

犬
訓
練
所
(
和
歌
山
県
)
で
約
一
か

月
聞
の
合
宿
訓
練
を
受
け
ら
れ
る
人

④
本
人
が
飼
育
可
能
で
あ
る
こ
と
(
え

さ
代
な
ど
で
月
約
一
万
円
の
負
担
に

な
り
ま
す
)
マ
貸
与
頭
数

一
頭

マ
申
し
込
み

六
月
十
五
日
附
ま
で

に
上
回
点
字
図
書
館

(
宮
⑫
1
9
7

5
)
へ
。

A道路はゴミ捨て場ではありません

工
業
統
計
調
査

広
報
用
ポ
ス
タ
ー
を

募
集
し
ま
す

通
産
省
で
は
、
全
国
の
製
造
業
を

営
む
事
業
所
を
対
象
に
毎
年
工
業
統

計
調
査
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

こ
の

調
査
の
円
滑
な
実
施
を
図
る
た
め
、

次
に
よ
り
広
報
用
ポ
ス
タ
ー
を
広
く

皆
さ
ん
か
ら
募
集
し
て
い
ま
す
。

マ

規

格

縦

五

十

九

で
、
横
四
十

一
一日J
(

縦
長
使
用
)
マ
使
用
す
る
色
川

四
色
以
内

(
白
色
は
数
え
な
い
)
マ
川

そ
の
他
①
図
案
に
は
、
「
通
商
産
業
川

省
」
「
工
業
統
計
調
査
」
「
昭
和
日
年
ロ
川

月
白
日
」
を
必
ず
入
れ
て
く
だ
さ
い
い

②
ポ
ス
タ
ー
裏
面
に
、

「
住
所
、
氏
名
、
~

職
業
」

(学
校
名
)
を
記
入

マ
応
募
川

期
限

六
月
三
十

日

附

ま

で

マ

応

)

募
先
一
T
3
8
0

長
野
市
大
字
南
九

長
野
六
九
二
|
二

長
野
県
総
務
部
J

情

報

統

計

課

・

問

い

合

わ

せ

企

川

画
課
統
計
係
(
内
線

1
2
2
5
)

圃
ご
利
用
く
だ
さ
い
一

• 

圃
上
田
創
造
館
の
体
育
館
一

上
田
創
造
館
の
体
育
館
は
、
手
軽
川

に
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
め
る
場
と
し
て
川

造
ら
れ
ま
し
た
。
あ
な
た
も
ど
う
ぞ
。
J

V
施
設
・
備
品

バ
レ

ー
ボ
ー
ル
二
~

面
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
三
面
、
卓
球
二
〈

台
、
ミ
ニ
バ
ス
ケ

ッ
ト
ボ

ー
ル
一
面
川

マ
個
人
使
用
使
う
日
の
三
日
前
か
~

ら
電
話
で
予
約
で
き
ま
す
。
使
用
料
川

は
一
人
二
時
間
ま
で
六
十
円
で
す
。

(
ネ
ッ

ト
な
ど
備
品

の
使
用
料
は
別
)
川

マ
団
体
使
用
使
用
料
は
、
利
用
時
山

間
な
ど
に
よ
っ
て
変
わ
り
ま
す
。
ま
い

た
、
早
く
か
ら
予
約
で
き
ま
す
。

マ
予
約
先
上
田
創
造
館

(
宮
⑫

1
J

I
l
l
)
 

今月の納税

広報うえだ、63.5.16 [10] 

第 1期

期

納期限は5月31日(火)です。

よろしくお願いします。

・収税課 (内線1304)

全

固定資産税

(都市計画税)

軽自動車税

6月の相談日
①農地問題相談 じ〉とき ...6月1日休)午前8時

30分から午後5時 じ>ところー・農業委員会

②日常生活上の法律相談(予約制) c>とき・・・

6月10日後)・ 24日闘いずれも午後 1時30分か

ら3時30分 bところ・・・本庁舎3階 じ>予約

先…生活環境課(内線1388) 

③土地・建物の法律相談 c>とき・..6月9日(木)

午後 1時から 4時 c>ところ・ー西庁舎2階



上
田
バ
イ
パ
ス

横
断
地
下
道
が

泣
い
て
い
ま
す

三
月
三
十
日
に
開
通
し
た
ば
か
り

の
上
田
バ
イ
パ
ス
横
断
地
下
道
が
、

心
な
い

人
々
の
落
書
き
に
よ
り
、
早

く
も
悲
鳴
を
上
げ
て
い
ま
す
。

横
断
地
下
道
は
、
恐
ろ
し
い
交
通

事
故
か
ら
身
を
守
る
た
め
、
小
さ
な

子
ど
も
さ
ん
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
大

勢
の
市
民
が
利
用
し
て
い
ま
す
。
公

徳
心
の
欠
如
と
し
か
言
い
よ
う
の
な

い
こ
の
よ
う
な
行
為
を
今
後
は
、

昭和63年地価公示

関係図書が

閲覧てきます

「
し
な
い
、
さ
せ
な
い
、
許
さ
な
い
」

と
い
う
気
持
ち
で
市
民
み
ん
な
が
注

意
し
、
毎
日
き
わ
や
か
な
気
分
で
利

用
で
き
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

信
州
国
際
音
楽
村

一
周
年
記
念

切
む
ら
お
こ
し

カ
ー
ニ
バ
ル
を
開
催

信
州
国
際
音
楽
村
の
一
周
年
を
記

念
し
て
、
「
悩
む
ら
お
こ
し
カ
ー
ニ

バ

ル
」
を
次
に
よ
り
開
催
し
ま
す
。

マ
と
き
六
月
五
日
間
午
前
十
時

か

ら

午

後

九

時

マ

と

ニ

ろ

信

州

国
際
音
楽
村
一
帯
(
丸
子
町
)
マ
テ

ー
マ

H

感
性
豊
か
な
街
づ
く
り
花

い
っ
ぱ
い
フ
ェ
ス
タ
。
マ
内
容
太

鼓
の
競
演
、
ア
マ
チ
ュ
ア
バ
ン

ド
総

出
演
、
イ
ブ

ニ
ン
グ
イ
ベ
ン

ト

(有

地価公示法第 7条第 1項の規定により、昭和63

年地価公示に係る図書を次に より 一般の閲覧に供

します。

ここに示される価格は、土地取引価格の指標を

与えるとともに、適正な地価の形成に寄与するこ

とを目的として、標準地 を定めて毎年発表される

ものです。なお、市内の標準地の対前年上昇率は

平均2.0%と比較的安定した地価の推移を示してい

ます。

b閲覧場所 市役所企画課、塩田・ 川西・豊殿の

各支所および市立図書館

1>閲覧日 5月1日から 3年間(日曜日、祝日、

その他市の休日を除く。図書館にあっては開館

日)

b閲覧時間 午前8時30分から午後5時15分まで

(土曜 日は正午まで。図書館にあっては図書館

の閲覧時間による)

bその他 閲覧を希望きれる方は、係員に申し出

てその指示に従ってくださし凡なお、市内の地

価公示標準地は次のとおりです。

(1月|日現在)昭和63年地価公示標準地価格表

料
)
な
ど
・
問
い
合
わ
せ
同
音
川

楽
村
(
岱
⑫
3
4
3
6
)

へ。

圃

郵

便

局

か

ら

の

お

願

い

一

圃

犬

は

つ

な

い

で

一一

・
ゆ
ず
り
ま
す

-
la
l--ト
け
い•• 

，
 
•• 

l

一
川
マ
磁
気
マ
ッ

ト

二
万
円

圃

お

き

ま

し

ょ

う

一川

ι

圃

;
z
f
z
c
l
J
.
一
〉
マ
リ
ュ

ッ
ク
サ
ッ
ク

無
料

郵
便
局
で
は
、
外
務
職
員
を
犬
害
〈
マ
自
転
車
(
日
イ
ン
チ
)
三
千
円

か
ら
守
る
た
め
毎
年
六
月
を
「
犬
害
川
マ
シ
ン
グ
ル
ベ
ッ
ド
無
料

防
止
月
間
」
と
し
て
防
止
運
動
を
実
川
マ
電
気
ジ
ャ

l

千
円

施
し
て
い
ま
す
。

〈
マ
都
市
ガ
ス
用
オ
ー
ブ

ン

三

千

円

犬
の
放
し
飼
い
の
た
め
、
配
達
を

…
マ

ダ
ブ
ル
ベ
ッ
ド
無
料

休
止
し
た
例
も
あ
り
ま
す
の
で
、
愛
~
マ
ベ
ビ
ー
カ
ー

無
料

犬
は
郵
便
受
箱
か
ら
離
れ
た
所
に
つ

〈
マ
ロ

ッ
カ
ー
た
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標準地の所在および 標準地 1m' 前年対比 標準地の

地番ならびに住所表示 当りの価格
上昇率

利用状況(%) 

中央西 2丁目3327番26 円 63年標準

中央西 2一 14ー11
地選定替 住宅

88，000 え

大手2丁目5652番|外
105，000 住宅

大手 2-5-8 1.9 

中央|丁目引36番13
480，000 庖舗

中央|ー 3-3 2.1 

不
用
品
登
録
情
報

【11J広報うえだ63.5.16 



保健コーナー 保健予防課
(内線1374)

.6月の乳幼児健康診査
受付時間 いずれも午後 1時 -2時。

持ち物 母子健康手帳、パスタオル(4・10か月

児)、歯ブラシ(1歳 6か月児)。また、 1歳 6か

月児と 3歳児は、赤ちゃん手帳の中にある健康

診査票を記入してお持ちください。

上田市保健センター(市役所南斤舎 2階)

健 さ白き~シ、 実摘日 がI 象 ノ!日い

6月2日 63年 1月16日-1月31日生
4か月児

6月21日 63年 2月 1日-2月15日生

10か月児
6月 9日 62年 7月16日-7月31日生

6月23日 62年 8月 1日-8月15日生

6月8日 61年11月16日-11月30日生
1歳6か月児

6月22日 61年12月 1日-12月15日生

6月10日 60年 5月 1日-5月15日生
3 歳 j旧U 

6月27日 60年 5月16日-5月31日生

塩田母子健康センター(塩田地区)

63年 1月16日-2月15日生

62年 7月16日-8月15日生

60年 4月1日-5月31日生

川西社会福祉センター(川西地区)

63年 1月16日-2月15日生

62年 7月16日-8月15日生

61年11月16日-12月15日生

59年12月1月-60年5月31日生

-ポリオ生ワクチン投与 (2回目)
該 当のお子 さんは、お受け くだ さい。詳し くは、

3月16日付け広報をご覧 くださし、。

小
児
ま
ひ
予
防
接
種
目
程
表

ヨtエL 場 名 i誓 対 象 地 区

塩田母子健康センター 5 塩 田

月
川西社会福祉センター 27 )11 西

神川地 区公民 館
(金日) 
ネ申 )11 

上田市保健セ ンター
東部・西部.・南部

(市役所南庁舎2階) 5 
月

上野が丘 公 民館 31 神科 ・豊殿

JII 辺 町 よヨエ』 館
(火日) 
川辺・泉田

上田市保健セ ンタ ー
月6 中央・北部・塩尻

(市役所南庁舎2階)

三 好町 ヨtエ〉、 自官 (水日) 城 下

(
春
期

※時間は午後 1時30分から 2時30分まで

-日本脳炎予防接種
b対象者 ①初回一昭和59年 4月から63年 3月ま

でに生 まれたお子 さん。②追加一昭和58年 4月

から59年 3月までに生まれ、昨年初回として 1

固または 2回接種しであるお子 さん。③上記以

前に生まれ、初回、追加が完了していないお子

さんも接種して ください。

じ〉接種方法 初回として 1-2週間隔で2回接種。

さらにおおむね 1年後に追加 1回接種。

[>受付時間 各会場とも午後 1時30分から 2時30

分まていo

b持ち物 母 子健康手帳、問診票(赤ちゃん手帳

の中にあります。会場にも用意)

b注意事項 ①赤ちゃん手帳をお読みく ださい。

② 5月にポリオ、麻しんを受けたお子さ んは、

1か月間は他の予防接種 が受 けられません。 ま

た、 7月にツベルク リン、 BCG接 種 を受 ける

お子さ んは、日 本脳炎予防接種を受 けて 2週間

以上経過してから接種して くだ さし、。

日本脳炎予防接種目程表

lzhz 、 場 名
接種目
対象地区

1回目 2回目

神川地区 公 民館 月6 9 
嗣2月日6 2 
神}IIの下み部背す木ず(大台み屋北す)ず岩台下市

農村環境改善センター (木日) 豊 殿

JII 辺町 会 館

月16 0 
月6 
川辺の一部合(上田原・ 川辺
匝丁・ チト)

23 神科の一部見・(西畑台野山・神竹・科伊・笹新勢井屋山・
上野が丘公民館

(金日) (木日) 
富 士
聖子ゲf
川原

中央 (横袋1L 町・海野町・原町・

上田市保健セ ンター 6 6 
堀町丁町・熊・井木』寺田町丁T・-北田大町7手・) 

西部 (下脇紺新屋町・鎌!京・西

(市役所南庁舎2階) 月 月 町丁・取言方膏緑[1・
生;塚・常屋磐・緑町カ・ が

14 24 丘・新 f丘北・
伝主カイti-_gs.主;jG;jヒ)

塩尻地 区 公民館
日 日
塩 尻

(火) (金)
川辺・神泉半田の一部(・下東吉之築田地条)・川辺町会館 畑・築結1地・

i品・ 回

東部 (踏入・泉町常町・T上国・7常者・国・
6 6 常中常国・ 下木 北) 

上田市保健セ ンター 国-材入
月 月 南部 (南'大神町T • 泉!・毛末町、+広'一・・町」鷹ヒ・(市役所南庁舎2暗)
28 

天神町I町・松
15 l同 ・本町

日 日
大手町

ニ 好町 会 館
(水) (火)

城 下

塩田母子健康センター 中塩田・別所

上田市保健セ ンター
北部 (上川原柳主愛段町・ 下上川原

朝J台日町T- Zk台T回T • 主段

(市役所南庁舎2階) 6 6 
回T • 田丁 .j二房
新LlJ・寸マ上彦~LlJ ・初P町)T -

月 月
回・ 紺屋町

17 29 神川の一部久(上保国青林分 木・梅が
神 川 地 区公 民館 丘・ ・黒坪・

日 日 上沢・ ・下堀・
上堀)

後) (水)
神科の一部-・金長井(岩島・門・染屋・蛇

上野が丘公民館 沢 山口・大久) 
保 ・金剛寺

塩田母子健康センター
2月日61 伏)月日7働

東塩田・西塩田

川西社会福祉センター }II 酉

広報うえだ63.5. 16 [12] 


